
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Civil and Environmental Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Disaster Mitigation Planning for Architecture 2 units (required selection (B))

Part-time Lecturer, Kojiro WATANABE ·Assistant Professor / Geotechnical and Geoenvironmental Engineering, Department of Civil and Environmental Engineering

Target〉 建築物は人間が利用するものであり，その設計においては，誰もが安全
で安心して利用できることが求められる．本講義では，建築防火とバリアフ
リーを取り上げ，その基礎的知識を学ぶ．

Outline〉 本講義の前半では建築防火を，後半ではバリアフリーを取り上げ，そ
の基礎的知識と建築物への応用について先進事例を交えながら説明する．

Keyword〉 防火, 避難, バリアフリー
Fundamental Lecture〉 “Architectural Planning”(1.0)

Relational Lecture〉 “Architectural Planning”(0.5), “Introduction of Risk Man-
agement for Architecture”(0.5)

Requirement〉 なし
Notice〉 なし
Goal〉

1.建築防火について基礎的事項を理解する
2.バリアフリーについて基礎的事項を理解する

Schedule〉
1.ガイダンス，建築と防災
2.建築防火計画 1 建築災害の歴史
3.建築防火計画 2 火災の基礎
4.建築防火計画 3 防煙対策
5.建築防火計画 4 防火対策 1
6.建築防火計画 5 防火対策 2
7.建築防火計画 6 避難計画
8.建築防火計画 7 消防設備
9.バリアフリー 1 建築空間のバリアフリーの歴史と理念

10.バリアフリー 2 身体能力に応じた建築空間の設計方法
11.バリアフリー 3 バリアフリー整備基準の解説 1
12.バリアフリー 4 バリアフリー整備基準の解説 2
13.バリアフリー 5 先端のバリアフリー環境，今後の方向性 (各県の基準)
14.バリアフリー 6 大学キャンパス・バリアフリー調査
15.バリアフリー 7 ワークショップ (キャンパスのバリアフリー化)

Evaluation Criteria〉 到達目標 1は中間試験の結果 100%，到達目標 2はレポー
トの結果 100%を用いて評価し，それぞれ 60%以上をクリアとする．すべての

到達目標をクリアした場合を合格とし，成績は到達目標 1，2の評価をそれぞ
れ 50%として算出する．

Jabee Criteria〉 成績評価と同一である．
Relation to Goal〉 本学科の教育目標の 3(3)に 100%対応する．
Textbook〉 未定
Reference〉 講義中に適宜紹介する
Webpage〉 http://www.ce.tokushima-u.ac.jp/lectures/D0039
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216511
Student〉 Able to be taken by student of other department and faculty
Contact〉
⇒

Note〉 授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復
習をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
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